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整骨院などで施術を受ける皆さんへ
 ● 問合先　▷長寿社会課医療保険係（☎㉓２１５３）
　　　　　 ▷佐賀県後期高齢者医療広域連合業務課給付係（☎０９５２　８４７６）

　『柔道整復』、『はり・きゅう』、『あん摩・マッサージ』の施術を受けるときに、国民健康保険や後期高齢者医療保険
が使えない場合があります。次の事項に注意してください。

▷保険の対象となる施術は、あらかじめ主治医の同意が必要です。ただし、一部の例外を除きます（下表を参照）。

▷医療機関（病院、診療所など）で治療中の傷病がある場合、その傷病についての柔道整復や、はり・きゅうの施術は保

険の対象にはなりません。

▷疲労回復や慰安を目的としたものは、保険の対象にはなりません。

▷あん摩・マッサージの往療（往診）には、主治医の同意が必要です。

▷公共交通機関などを利用して患者一人で施術所への通所が可能な場合、往療（往診）は保険の対象に

はなりません。

▷必ず領収書を発行してもらいましょう。

区　分 対象となる症例 主治医
の同意

往療（往診）の条件 医療機関
との併用対象となる症例 主治医の同意

柔道整復
（整骨院）

急性または亜急性の外傷性の骨折、脱臼 必要 歩行困難など 不要 ×

急性または亜急性の外傷性の打撲・ねんざ 不要 歩行困難など 不要 ×

はり・きゅう
神経痛、リウマチ、頸

けいわん

腕症候群、五十肩、
腰痛症、頸

けいつい

椎ねんざ後遺症など
必要 歩行困難など 不要 ×

あんま・マッサージ
筋麻

ま ひ

痺、関節拘
こうしゅく

縮など医療上マッサージ
を必要とされる症例

必要 歩行困難など 必要 ○

●保険の対象となる症例など

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
適
用
さ
れ

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

■ 

税
制
上
の
優
遇
措
置

　
市
へ
の
寄
附
は
、『
ふ
る
さ
と
納
税
』
と

し
て
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
署
ま
た
は

市
税
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

寄
附
の
方
法

①
寄
附
金
の
額

　
１
口
５
０
０
０
円
と
し
て
何
口
で
も
受

け
付
け
ま
す
（
５
０
０
０
円
以
下
の
金

額
で
も
受
け
付
け
ま
す
）。

②
寄
附
の
手
続
き

　『
寄
附
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。『
寄
附

申
込
書
』
は
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
な
ど
で
財
政
課
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
市
か
ら
送
付
し
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
申
込
み
後
、
市
か
ら
『
振
込
用
紙
』
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
口
座
に
振

り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
寄
附
金
納
付
後
の
手
続
き

　
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
、
伊
万
里

市
長
名
で
領
収
書
（
受
納
書
）
を
送
付
し

ま
す
。
こ
の
領
収
書
は
、
税
制
上
の
優
遇

措
置
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
の
際
に

必
要
で
す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
住
所
地
な
ど
の

所
轄
の
税
務
署
ま
た
は
住
ん
で
い
る
市
区

町
村
役
場
税
務
担
当
課
で
期
限
内
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
申
告
期
間
は
、
近
く
の
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
‐
８
５
０
１
　
伊
万
里
市
立
花

町
１
３
５
５
‐
１
　
伊
万
里
市
役
所
　
財

政
課
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
担
当
あ
て

　（
　 

☎
㉓
２
１
１
２
、 

　
㉒
７
２
１
３
）

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　zaisei@
city.im

ari.lg.jp

〜
ふ
る
さ
と
納
税
で
伊
万
里
に
寄
附
（
エ
ー
ル
）
を
〜

　
　
あ
な
た
の
伊
万
里
へ
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

　
市
で
は
、『
住
み
た
い
ま
ち
伊
万
里
・
行
き
た
い
ま
ち
伊
万
里
』
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
元
気
な
伊
万
里
市
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
市
が
取
り
組
む
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
支
援
を
い
た
だ
く
た
め
、『
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
』
を
設
け
て
い
ま
す
。

全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
親
戚
や
知

人
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
お
願
い
し
ま
す
。

FAX

64

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。
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11
月
21
日
、
市
国
際
交
流
協
会

が
、
設
立
25
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
タ
ン
ゴ
発
祥
の
地
で
あ
る
南
米

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
文
化
を
市
民
に

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
宝
く
じ
助

成
金
を
活
用
し
『
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ

ン
ゴ
の
夕
べ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
５
０
０
人
を
超
え
る
観
客
は
、

本
当
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
来
て
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
に
浸
り
な
が
ら

本
場
の
踊
り
や
演
奏
を
心
ゆ
く
ま

で
堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
演

者
と
市
内
ダ
ン
ス
愛
好
者
を
中
心

に
ダ
ン
ス
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
交
流
会
を
開
い
た

ほ
か
、
ロ
ビ
ー
で
は
、
国
際
交
流

を
Ｐ
Ｒ
す
る
パ
ネ
ル
展
示
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
で
行
う
事
業
や
活
動

に
必
要
な
設
備
の
整
備
の
た
め
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
て
、
今
回

の
よ
う
な
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
収
入
を
財
源
と
し
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
や
普
及
を
広
報
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
夕
べ
』

地
域
の
国
際
化
の
推
進
に
活
用

● 

問
合
先
　
国
際
交
流
室
（ 

　
☎
㉒
７
０
４
６
）

　
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
て
整

備
を
進
め
て
い
た
大
川
町
駒
鳴
区

の
放
送
設
備
が
、
昨
年
11
月
に
完

成
し
ま
し
た
。
今
回
の
放
送
設
備

の
整
備
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
や

緊
急
時
に
お
け
る
的
確
な
情
報
伝

達
が
可
能
と
な
り
、
地
域
住
民
の

安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
通
常
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
に
活

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
で
行
う
事
業
や
活
動

に
必
要
な
設
備
の
整
備
の
た
め
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
て
、
今
回

の
よ
う
な
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
収
入
を
財
源
と
し
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
や
普
及
を
広
報
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

　
習
係
（ 

　
☎
㉓
３
１
８
６
）

大
川
町
駒
鳴
区
に
放
送
設
備
を
整
備

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
活
用

↑避難所でスクリーニング検査を受け
　る松浦町から避難してきた参加者

　
11
月
30
日
、
玄
海
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
想
定
し
た
県
原
子
力

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
市
か
ら
は
、

松
浦
町
、
二
里
町
、
東
山
代
町
の

住
民
１
５
２
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
バ
ス
３
台
に
分

乗
し
て
嬉
野
市
塩
田
町
の
嬉
野
中

央
公
民
館
に
避
難
し
、
被
ば
く
線

量
を
測
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
り
、
講
演
を
聞
い
た
り
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
市
災
害
対
策

本
部
か
ら
市
域
内
の
携
帯
電
話
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）
を
発
信
す
る
訓
練
や
、
市
役

所
の
機
能
を
武
雄
市
役
所
山
内
支

所
に
移
設
し
、
県
災
害
対
策
本
部

と
の
連
絡
体
制
を
確
保
す
る
訓
練

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

● 

問
合
先
　
総
務
課
防
災
危
機
管

　
理
室
（ 

☎
㉓
２
１
２
３
）

県
原
子
力
防
災
訓
練

市
か
ら
１
５
２
人
が
参
加

　
11
月
28
日
、
佐
賀
県
西
部
の
４

市
（
伊
万
里
、
武
雄
、
嬉
野
、
鹿
島
）

５
町
（
有
田
、
白
石
、
江
北
、
大
町
、

太
良
）
で
新
設
す
る
県
西
部
広
域

ご
み
処
理
施
設
の
起
工
式
が
、
松

浦
町
の
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
に
は
、
構
成
す
る
各

市
町
の
首
長
や
地
元
住
民
な
ど
約

１
５
０
人
が
参
加
し
、
工
事
の
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
１
月
供
用
開
始
予
定

の
ご
み
処
理
施
設
は
、
総
敷
地
面
積

約
３
・
２
㌶
で
、
地
上
５
階
、
地
下

１
階
建
て
の
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

推
進
施
設
』
に
は
、
２
基
の
焼
却
炉

が
入
り
ま
す
。
焼
却
炉
は
、
ガ
ス
化

溶
融
方
式
で
日
量
最
大
２
０
５
㌧

を
処
理
し
、
焼
却
時
に
発
生
す
る

熱
で
発
電
し
、
施
設
で
使
用
す
る

す
べ
て
の
電
力
を
賄
う
予
定
で
す
。

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事
起
工
式

● 

問
合
先
　
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
（ 

☎
㉙
８
４
５
５
）

建
設
予
定
地
で
１
５
０
人
が
工
事
の
安
全
を
祈
る

↑起工式の地鎮之儀で『斎
いみ

鎌
かま

』を執
り行う塚部芳和管理者

↑駒鳴区に整備さ
　れた放送設備

↑独特の雰囲気のなか披露されるリズミカルで迫力のある踊りや
演奏が、会場を埋めつくした観客を終始魅了し続けていました
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１
年
間
は
長
い
よ
う
で
短
い
も
の
で
、

私
の
研
修
も
終
了
し
、
12
月
下
旬
に
帰
国

し
ま
し
た
。
伊
万
里
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
公
務
研
修
生
と
し
て
伊
万
里
に
来
る

こ
と
が
で
き
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
、
風

俗
習
慣
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
も
ら

い
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
伊
万
里
の
町
中
に
ペ
タ
ペ
タ
と
私

の
足
あ
と
が
残
っ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
景
色
を
満
喫
し
、
歴
史
や
文
化
を
全
般

的
に
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
市
が
提

供
し
て
く
れ
た
研
修
や
自
主
研
修
で
、
さ

ら
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
半
年
間
、
初
級
中
国
語
教
室
の
講
師

を
担
当
し
、
中
国
の
文
化
や
風
俗
習
慣
な

ど
を
紹
介
し
た
り
、
日
本
や
伊
万
里
の
こ

と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
お

互
い
の
国
に
つ
い
て

理
解
し
合
う
い
い

チ
ャ
ン
ス
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
来
伊

早
々
に
参
加
し
た
多

文
化
交
流
事
業
『
フ

ル
ー
ツ
の
里
　
正
月

体
験
イ
ン
南
波
多
』

や
『
日
中
友
好
餃
子
会
』、
賑に

ぎ

や
か
な
い
ま

り
秋
祭
り
の
市
民
総
踊
り
な
ど
、
い
く
つ

も
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
多
く
の
市

民
の
人
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
私
の
感

動
の
引
き
出
し
は
、
す
で
に
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
い
て
、
伊
万
里
で
過
ご
し
た
楽
し

く
充
実
し
た
日
々
は
、
私
の
人
生
の
中
で

も
思
い
出
深
い
１
年
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
伊
万
里
で
学
ん
だ
も
の
を
こ

れ
か
ら
の
仕
事
に
生
か
し
て
い
き
、
ま
た
、

自
分
の
目
で
見
て
、
自
分
の
心
で
感
じ
た

日
本
の
こ
と
や
伊
万
里
の
い
い
と
こ
ろ
を

大
連
の
皆
さ
ん
に
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
中
友
好
が
子
々

孫
々
ま
で
続
く
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
し

ま
す
。

　
伊
万
里
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
連
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

　

ちゃき
ちゃきの   

大連っ子

中
国
大
連
市

　
公
務
研
修
生

韓
静
さ
ん

最
終
リ
ポ
ー
ト 

韓
カ ン

　静
セ イ

 さんが  中国・大連 に 帰国
１年間の公務研修を終えて

伊万里と大連から日中友好が続くようお祈りします

再
サ

イ

見
チ
エ
ン

！

いまり秋祭りでは市民の皆さんと一緒に
楽しく踊りました

　
プ
ロ
の
講
師
を
招
い
て
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
で
、
独
身
男
女

一
人
ひ
と
り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め

ざ
し
ま
す
。
簡
単
な
『
恋
愛
力
テ
ス

ト
』
を
受
け
る
だ
け
で
、
あ
な
た
の

恋
愛
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
タ
イ
プ
が
分
か
り
ま
す
。

● 

日
　
時
　
１
月
19
日
（
日
）

▽
女
　
性
　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
男
　
性

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

参
加
費
　
無
　
料

● 

定
　
員

　
男
女
各
20
人
（
先
着
順
）

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

魅
力
度
ア
ッ
プ
・

恋
愛
力
ア
ッ
プ
講
座

新
春
☆

福
岡
・
佐
賀
で
初
詣
！

♥

♥
良
縁
・
縁
結
び
の
ご
利
益
の
あ
る

『
恋
木
神
社
』
な
ど
、
福
岡
、
佐
賀

県
内
の
三
神
社
を
参
拝
し
ま
す
。

♥
ホ
テ
ル
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

を
堪
能
し
、
温
泉
の
『
足
湯
』
に

も
立
ち
寄
り
ま
す
。

● 

日
　
時
　
１
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

● 

参
加
費
　
２
０
０
０
円

（
バ
ス
代
な
ど
す
べ
て
込
み
）

● 

定
　
員
　
男
女
各
18
人

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
決
定
し
ま
す
。

● 

締
　
切
　
１
月
15
日
（
水
）

※
バ
ス
ツ
ア
ー
受
託
会
社
は
、
㈱

西
九
州
ツ
ー
リ
ス
ト
で
す
。

♥

講師　山根理絵さん
 ㈲ チアーズ　代表

● 
対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
独
身
者
。
も
し
く
は

結
婚
を
機
に
伊
万
里
市
に
住
む
意
思
が
あ
る
人

● 

申
込
方
法
　
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話

● 

申
込
・
問
合
先
　
婚
活
応
援
課
（
　
☎
㉓
２
９
５
０
）

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　d

eai@
city.im

ari.saga.jp

縁
結
び
三
社
参
り
！
＆
　

ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

バ
ス
ツ
ア
ー 



　
昭
和
の
時
代
、
鉄
板
で
た
た

い
て
鉈な
た

や
鎌か
ま

を
作
る
『
鍛か

じ

や

冶
屋
』、

竹
細
工
の
ザ
ル
や
テ
ボ
を
作
る

『
竹
屋
』
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
帰
り
に
、
そ
う
い
う
職
人
さ

ん
の
仕
事
ぶ
り
を
見
な
が
ら
道
草

し
て
帰
宅
し
た
も
の
で
す
。

　
現
代
は
、
大
量
生
産
さ
れ
た

家
具
や
小
道
具
が
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
手
に
取
る
と
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
外
国
製
で
、
何
か
し
っ
く
り
と

き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
家
具
と
い
え
ば
、
毎

年
、
全
国
建
具
展
示
会
で
内
閣
総

理
大
臣
賞
な
ど
を
受
賞
し
て
い
る

『
現
代
の
名
工
』・
松
尾
克
美
さ
ん

（
大
坪
町
）
の
作
品
に
は
、
職
人

技
の
極
致
を
見
る
思
い
で
す
。
手

作
業
で
杉
材
を
小
さ
く
加
工
し
た

部
材
を
念
入
り
に
組
み
込
ん
で
仕

上
げ
る
逸
品
『
組く
み

子こ

入い
り

間ま

仕じ

切き
り

板い
た

戸ど

』
は
、
今
や
日
本
を
代
表
す

る
建
具
の
傑
作
で
す
。

　
江
戸
小
紋
職
人
が
、
手
作
業
に

比
べ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使

し
て
作
っ
た
作
品
は
、
安
っ
ぽ
い

単
調
な
小
紋
に
な
っ
た
と
述
懐
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
紋
だ
け
で
は
な

く
、
松
尾
さ
ん
の
杉
材
加
工
に
し

て
も
、
機
械
は
正
確
に
削
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
削
り
口
の
滑
ら

か
さ
で
は
熟
練
し
た
職
人
の
鉋
か
ん
な
と

は
雲
泥
の
差
が
あ
る
の
で
す
。

　
現
在
の
木
造
建
築
は
、
す
で
に

加
工
さ
れ
て
い
る
木
材
を
ボ
ル

ト
で
連
結
す
る
の
が
主
流
で
す

が
、
こ
れ
で
は
大
工
は
た
だ
の

組
立
工
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

木
材
を
吟
味
し
、
一
本
ず
つ
心
を

込
め
て
加
工
し
、
仕
上
げ
て
い
く

の
が
大
工
職
人
と
し
て
の
技
で

す
。
こ
の
よ
う
な
専
門
的
な
技
を

持
っ
た
職
人
が
、
あ
ら
ゆ
る
業
種

に
お
い
て
減
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
最
新

技
術
の
前
に
、
職
人
の
技
は
『
無

用
の
長
物
』
と
な
り
つ
つ
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
の
中
学
の
同
級
生
た
ち
も
卒

業
と
同
時
に
大
工
や
左
官
の
親
方

に
弟
子
入
り
し
、
住
み
込
み
で
仕

事
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。
技
術
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
上
下
関
係
や

礼
儀
な
ど
社
会
人
と
し
て
の
生
き

方
を
修
業
を
通
し
て
学
び
、
や
が

て
親
方
と
な
っ
て
弟
子
を
取
り
、

技
術
を
伝
承
し
、『
人
育
て
』
を

し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

職
人
と
し
て
の
匠
た
く
み
の
技
と
仕
事
へ

の
姿
勢
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
も
四
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し

た
。
物
が
豊
か
に
な
り
、
人
間
の

心
や
体
も
甘
や
か
さ
れ
弱
く
な
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
若

者
の
離
職
率
の
高
さ
や
フ
リ
ー

タ
ー
の
増
加
を
見
る
に
つ
け
、
こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
昭
和
の

『
職
人
文
化
』
が
消
え
な
い
で
と

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

 

職
人
文
化

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

11 2014.1

《体育功労者》（個人８人）
◇池田浩一郎    （伊万里体育協会）
◇久保川則夫    （黒川町体育協会）
◇水尾　義孝    （波多津町体育協会）
◇栗原　　崇    （伊万里市卓球協会）
◇原　　國義    （伊万里市軟式野球連盟）
◇光武信一郎    （伊万里市バスケットボール協会）
◇栁ケ瀬尚人    （伊万里市ゲートボール協会）
◇（故）口石　將博    （伊万里市柔道協会）

《スポーツ賞》（個人２人、団体４）
◇柳本幸之介    （水　泳）
◇前田　成道    （水　泳）
◇伊万里中学校野球部
◇啓成中学校男子バレーボール部
◇青嶺中学校相撲部
◇敬徳高等学校卓球部男子

《県民体育大会功労賞》（個人５人、団体５）
◇脇山まりも    （水泳 25 ㍍自由形・バタフライ）
◇河田　　純    （水泳 25 ㍍バタフライ）
◇宮地耕太郎    （水泳 50 ㍍背泳ぎ）
◇岡本　展代    （水泳 25 ㍍平泳ぎ）
◇伊万里B（大野嘉人、前田智浩、副島裕介、藤　政貴）

（陸上 400 ㍍リレー）
◇陸上競技一般男子
◇テニス競技一般女子
◇バスケットボール競技一般男子
◇バレーボール競技一般男子
◇ボウリング競技一般男女

　市のスポーツ振興に顕著な功績があった人に贈る
『体育功労者』・『スポーツ賞』・『県民体育大会功労賞』
の表彰式が 11 月 24 日、市役所でありました。受
賞した皆さんは次のとおりです。

（順不同、敬称略）

平成25 年度 市体育協会
体育功労者・スポーツ賞・

県民体育大会功労賞

　
事
業
用
の
償
却
資
産
の
所
有
者

は
、
１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
税

務
課
固
定
資
産
税
係
へ
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国

税
（
法
人
税
、
所
得
税
）
の
確
定

申
告
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

償
却
資
産
と
は

　
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

　
産
で
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、

　
会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に

　
所
有
し
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・

　
器
具
・
備
品
な
ど
の
資
産
で
す
。

▽ 

注
意
点

　
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
、
農
業
用
薬
剤
散
布
車
、
田
植

機
な
ど
、
次
の
①
、
②
の
両
方

の
条
件
を
満
た
す
も
の
は
、
小

型
特
殊
自
動
車
に
該
当
し
ま
す
。

① 

乗
用
装
置
を
備
え
て
い
る

② 

最
高
時
速
35
㌔
未
満

　
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る

場
合
は
、
償
却
資
産
の
申
告
か

ら
除
外
し
、
軽
自
動
車
税
の
申

告
を
行
い
、
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
）

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

私
有
地
内
の
使
用
で
、
公
道
を
走

ら
な
い
場
合
で
も
、
標
識
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

　
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
の
提
出

や
法
人
市
民
税
の
申
告
、
固
定

資
産
税
の
償
却
資
産
の
申
告
に

つ
い
て
、
地
方
税
の
総
合
窓

口
『
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ(

エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）』
に
よ
る
電
子
申
告
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
利

用
す
る
に
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
利
用
届

出
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、h

ttp
://

w
w

w
.e

lta
x.jp

/

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
な
お
、
平
成
25
年
中
に
資
産

の
増
減
が
あ
っ
た
人
は
、
必
ず

増
減
資
産
が
分
か
る
資
料
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　

▽ 

償
却
資
産
に
つ
い
て

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

▽ 

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
４
８
）

事
業
用
償
却
資
産
に
関
す
る

固
定
資
産
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す


